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さいめい

アイヌの人たちは
いつから住んでいたか
　北海道に人類が住み始めたのは２万

数千年前とされています。それからの長

い年月のあいだに、さまざまな人の移動

や移住、文化の移り変わりなどがありまし

た。たとえば、縄文時代の北海道に暮ら

していた人たちが、そのまま現在のアイヌ

の人たちにつながるわけではないことが

指摘されています。けれども、両者のあ

いだには共通する遺伝的な要素があるこ

とも確認されていますので、アイヌの人

たちの歴史は、縄文時代やさらにその前

にさかのぼることができます。

　より詳しいことについては、現在、人類

学、考古学、歴史学、民族学などの各分

野から総合的な視野で研究が進められ

ています。

古事記や日本書紀の中に
アイヌの人たちが登場
　『古事記』や『日本書紀』の中には、中

央政府に服さない人々を指して「まつろ

わぬひとども」とか「蝦夷」という言葉が

出てきます。特に『日本書紀』には斉明

天皇の時代（658年）に「阿倍比羅夫が、

船軍180艘を率いて蝦夷を討ち、有間の

浜（津軽か）で渡 島の蝦夷等を集めて

もてなした」という記述があります。

　この渡島が現在の北海道なのか、

「蝦夷等」がアイヌを指すのかどうかは

はっきりしませんが、アイヌ語で解釈で

きる「蝦夷」の人名や東北地方の地名

が記されているなど、言語学的にはアイ

ヌとのつながりを見ることができます。

　15〜16世紀になると、多くの和人が

蝦夷地に来るようになり、アイヌの人た

ちについてたくさんの記録を残しました。

外国人の記録では、 1565年にイエズス

会の宣教師ルイス・フロイスがインドの

ゴアの本部に報告書を送り、初めてヨー

ロッパにアイヌ及び蝦夷地のことを紹介

しています。

平沢屏山「アイヌ風俗十ニケ月屏風」から
（市立函館博物館所蔵）
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アイヌとは「人間」という
誇りある言葉
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人ひ　　と 今も各地に残る
アイヌ語の地名は
先住民族の証です

あかし

かつての暮らしをしのばせる
アイヌ語の地名

　また、これらのアイヌ語地名は、その地

名を名付け、使ってきた人たちの考え方

や生活文化などを知る手がかりにもなっ

ています。

　アイヌ語地名は、次の世代に残したい

宝物として、平成13年度に「北海道遺産」

に選ばれています。

かつてアイヌ語を話していた人々の分布図
（「 アイヌ文化の基礎知識（ (一財) アイヌ民族博物館発行）」から）

　アイヌという言葉は、アイヌ語で「人間」

という意味です。また、民族の呼称でも

あり、「男らしい男」とか「夫」などという、

アイヌの男性の尊称でもあります。

　ところが、差別意識を持った人たちが

侮辱の意味を込めてこの言葉を使ったた

め、アイヌ語で同胞という意味の「ウタ

リ」という言葉が使われるようになりま

した。

　しかし、アイヌの人たちは、再びアイヌと

いう言葉に誇りを持つようになっています。

　北海道をはじめ、サハリン（樺太）、千

島列島や東北地方の北部には、アイヌ

語に由来する地名が数多く存在します。

このことは、これらの地域に、アイヌ語を

話す人たちが生活してきたことの何より

の証です。
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（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

「アイ ヌ語入門講座（白老町）」

アイヌの人たちが
語り継ぐ物語
　アイヌの人たちの間には、超人的な主

人公が活躍する「ユカラ　」という物語を

はじめ、神々の物語、昔話や由来話な

ど、アイヌの人たちの豊かな心から生ま

れたたくさんの物語が伝えられています。

　そして、昔話などの中には、生きてい

くために必要な知恵や戒めなども語られ

ています。

民族の心と誇りを学ぶ
アイヌ語教室
　アイヌ語を守り、広げていくため、各地

でアイヌ語教室が開かれ、テキストも作

成されています。

　アイヌの子どもたちをはじめ多くの人た

ちが、その言葉とともに、自然の中に生きて

きたアイヌの人たちの心も学んでいます。

○アイヌ語上級講座の実施地区

　東京、阿寒、帯広、白老、平取、三石

○アイヌ語初級講座（親と子のアイヌ語学習）の

　実施地区

　東京、札幌

○アイヌ語初級講座（アイヌ語入門講座）の実施地区

　東京、旭川、釧路、札幌、白老、平取、むかわ

(公財)アイヌ民族文化財団が実施
　するアイヌ語教育事業（令和5年度）

5

固有の言語を守り
民族の文化を伝える

4

言は な す アイヌの人たちは
固有の言葉を持ち
多くの口承文学を伝えています

アイヌ語とは
　アイヌ語は日本語と似た語順を持っ

ていますが単語が大きく異なります。

　また、日本語と異なる大きな特徴として

動詞にク「わたしが」とかエ「あなたが」な

どを表す人称を付けるきまりがあります。

Ａ :ネイ  ワ　 　エエク　？

 　どこ から あなたが・来る

 　どこから来たの？

Ｂ:サッポロ　ワ　　クエク．

 　札幌　　　から  私が・来る

 　札幌から来たんだよ。

Ａ :タヌクラン  ネイ タ エレウシ？

 　今晩　　　  どこ に あなたが・泊まる　

 　今晩どこに泊まるの？

Ｂ :ヌプルペツ　タ　クレウシ 　 クスネ．

 　登別　　に　私が・泊まる つもりだ

 　登別に泊まるつもりだよ。

Ａ :ニサツタ　ネウン　エオマン？

 　明日　    　どこへ　あなたが・行く

 　明日どこへ行くの？

Ｂ :オビヒロ　ウン　 クオマン．

 　帯広　    　へ　  私が・行く

 　帯広へ行くんだ。

参考文献
「アコロイタク」アイヌ語テキスト１ (北海道ウタリ協会)
「アイヌ文化の基礎知識」 (アイヌ民族博物館)
「アイヌ語方言辞典」 (岩波書店)

　アイヌ語は、アイヌの人たちの固有の

言葉です。しかし、明治以降、社会生活を

営む中で日本語の使用を余儀なくされ

ました。現在では、伝統的な儀式や祭事

などの場を除いて、日常生活の中でアイ

ヌ語を使うことはほとんどありません。

　また、アイヌ語で自由に会話のできる

人もごくわずかしかいなくなっています。

　もし、民族の言葉が失われるようなこ

とがあれば、それはその民族の文化と心

を支える大きな柱を失うことになります。

そのため、アイヌ語を守り、広げていく

努力がアイヌの人たちの間で続けられて

います。
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文様の美しさに惹かれ
今も製作が続く
　アイヌの人たちの衣服の特徴は、木綿

などの布片や刺繍などによりさまざまな

文様が施されていることです。

　この文様は、美しく飾るだけでなく、

魔よけなどの意味を持つもので、母から

娘へと独特の文様が受け継がれてきまし

た。

　近年、このような衣服の製作を志す

若い人たちが増えつつあります。また、

製作した着物を踊りや儀式

のときなどに着る人たちも

増えています。

もん よう

儀式や祭りのときに
身につけた装飾品
　男性はブドウのつるや柳の木の「削り

かけ」などで作った冠をかぶり、儀式用

の刀を下げ、地域によっては脚絆をつけ

たり、陣羽織を着ることもありました。

　女性は鉢巻きや耳飾りをし、玉飾り

を首にかけます。晴れ着の上に刺繍をし

た前掛けをすることもありました。

　　　　　　エムシ（飾太刀）
(新ひだか町教育委員会提供)

二風谷アツトウシ（樹皮で織った反物）

（平成25年3月経済産業大臣が「伝統的工芸品」に指定）

（二風谷民芸組合提供）

7

ひ

もんよう
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もんよう

もんよう

きゃはん

ししゅう

（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

（（公財）アイヌ民族文化財団提供） タマサイ（玉飾り）
（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

に ぶ た に

に ぶ た に

美しい文様や飾りのついた
衣服は儀式や祭りの晴れ着
　アイヌの人たちがかつて身に着けて

いた衣服は、オヒョウの樹皮やイラク

サなどの繊維を紡いだ糸で作られ、防

寒などのために動物の毛皮や魚の皮な

ども使われました。また、本州や中国

大陸から木綿や絹が手に入るようにな

ると、これらの布も用いられるように

なりました。

6

魔よけなどの意味を持つ
美しい文様は
母から娘に伝えられます

もん　　よう

　形は和服に似ており、前で合わせて

ひもなどで結び、丈はひざ頭より少し

下くらいまででした。

　衣服には晴れ着と普段着とがあり、

今、資料館や写真などで目にする美し

い文様のついた衣服の多くは、儀式や

祭りのときに着た晴れ着です。普段着

は労働をするときに着ることが多かっ

たので、今ではあまり残っていません。

もん よう
（萱野茂二風谷アイヌ資料館提供）

（新ひだか町教育委員会提供）

もんよう

チエプケリ

(鮭皮の靴)
さけ

マタンプシ

(鉢巻き)

ホシ

(脚絆)
きゃはん

（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

（（公財）アイヌ民族文化財団提供）
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（（公財）アイヌ民族文化財団提供） タマサイ（玉飾り）
（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

に ぶ た に

に ぶ た に
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6

魔よけなどの意味を持つ
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母から娘に伝えられます

もん　　よう
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（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

に ぶ た に

衣き　　る



代表的な料理法
　一般的な料理法は、山菜などの野菜

と肉類を煮て、塩と獣・魚油で味付けし

たなべ物で、クマ肉、シカ肉、魚など、材

料によっていくつかの種類がありました。

　ヒエ、アワ、イナキビなどの穀類に山菜

や保存してあるオオウバユリなどを入れ

たおかゆも作りました。また、獣肉や鮭な

どの串焼き、山菜のおひたしなども作り

ました。

　これらの料理は、今では日常的なもの

ではなく、儀式などのときに作られます。

食物の保存法
　食料の確保は自然の恵みに頼ってい

たため、様々な保存法が工夫されていま

した。

　肉や魚は天日乾燥し、さらに家の中に

つるしておいたり、くん製も作りました。

　植物は球根を食べるもの、葉や茎、

果実を食べるものに分けて、ほとんどの

ものを乾燥させて保存しました。

　また、冬に鮭などを凍らせて保存する

「ルイペ（とけるたべもの）」は、今では

高級料理となっています。

チポロラタシケプ

鮭の卵 (イクラ) を使った料理

9

　　　　 オントウレプ

(オオウバユリの団子)

メノコイタ(まないた)

(平取町立二風谷アイヌ文化博物館提供)

さけ

くし

さけ

さけ

に ぶ た にびらとり

山の幸、海の幸に恵まれた
豊かな食生活

8

自然の恵みを活かし
様々に調理して
食卓を飾ります

タシロ (山刀) (新ひだか町教育委員会提供)

ク(弓) ・アイ (矢) (平取町立二風谷アイヌ文化博物館提供)

ピパ (穂摘み具) (新ひだか町教育委員会提供)

キテ(離頭銛) (新ひだか町教育委員会提供)

マレク(自在銛) (新ひだか町教育委員会提供)

シツタプ (すき) (平取町立二風谷アイヌ文化博物館提供)

サマ ツキニス (横臼) ・ポンイウタニ (小杵)

(平取町立二風谷アイヌ文化博物館提供)

もり

もり

うす きね

に ぶ た にびらとり

に ぶ た に

に ぶ た に

びらとり

びらとり

食たべる
　狩猟採集民族であったアイヌの人たち

は、自然の恵みに感謝しながら、野山

の動物や植物を食料としていました。

　山ではシカ、ヒグマ、ウサギなどの獣や、

鴨などの鳥をとりました。近くの川や海

からは鮭・鱒などの魚や貝が豊富にとれ

ました。ときには、沖合に出てクジラ、

トド、アザラシなどの海獣も捕らえてい

ました。

　山菜採りは女性や子どもたちの仕事

です。アイヌの人たちは数百種類の食用

植物を知っていたといわれます。それに

若干の農耕もしており、自由な大自然

の中で豊かな食生活をしていました。

かも

さけ ます
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川沿いや河口に
つくられた「コタン」

チタラペ (文様付きゴザ) （（公財）アイヌ民族文化財団提供）
もんよう

ヘペレセツ (熊の檻) (萱野茂二風谷アイヌ資料館提供)

プ(倉庫) (萱野茂二風谷アイヌ資料館提供)

11

　アイヌ語で集落のことを「コタン」と

いいます。

　大きな川のそばや海に注ぐ河口近くの

小高いところに数戸〜十数戸からなるコ

タンが点在していました。コタンの家々

には、食料を保存する倉庫、子グマを飼

う檻、祭壇などが付属してつくられ、共

同の施設として水汲み場、舟着き場な

どがありました。

　それぞれのコタンでは、シカやクマ、ウ

サギなどの狩りをする山、鮭や小魚など

をとる川、着物や敷物、家屋の材料を

採取するところなどが、おおよそ決まっ

ていました。

　そうした秩序正しい社会生活は、コ

タンの「村長」を中心にして守られてい

ました。

おり

みず く

さけ

むらおさ

くま おり に ぶ た に

に ぶ た に

自然の材料だけで作り
神々と一緒に住む「チセ」
　家にはそこに住む人たちの文化が集約

されています。アイヌ語で家のことを

「チセ」と呼びます。アイヌの人たちの

伝統的な家は、すべて木やカヤなど自然

の材料を用い、ブドウのつるなどで結わ

えて作りました。

10

木やカヤで「チセ」を建て
コタンをつくって
秩序ある暮らしをしていました

　内部は地方によって少し違いますが、

物置も兼ねた玄関を入ると、中央に炉

が切ってあり、その両側が居間と寝床で、

家族や客の座る場所も決まっていました。

　さらに、奥には宝物置き場や神々の

出入りする窓がありました。

アイヌ文化保存のため、平取町二風谷に復元されている

昔の家屋 (萱野茂二風谷アイヌ資料館提供)

に ぶ た に

に ぶ た に

びらとり

住す　　む
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（（公財）アイヌ民族文化財団提供）

神々への感謝と願いを
あらわす舞踊

　儀式のときなどに座って歌う「ウポポ」、

即興的に気持ちを歌うとされる「ヤイサ

マ」、お酒を造ったり穀物を粉にしたり

するときに歌うとされる歌、子守歌や遊

び歌など、さまざまな歌が伝承されてい

ます。

イオマンテリムセ (熊の霊送りの踊り)
くま

13

　神々への祈りには、歌や踊りも重要な

意味を持っています。「イオマンテ（熊の

霊送りの儀式）」の後には、「リムセ」、「ホ

リッパ」などと呼ばれる輪踊りをします。

　また、男性によって悪い神を追い払う

「剣の舞」や「弓の舞」、女性たちが優

雅に舞う「鶴の舞」、「水鳥の舞」など、

たくさんの舞踊が今も伝承されています。

このようなアイヌの人たちの伝統的な踊

りは、国の「重要無形民俗文化財」に指

定され、さらに「ユネスコ無形文化遺産」

にも登録されています。

くま

つる

アイヌの人たちが
伝承する歌の数々

人間に必要なもの
能力以上のものが「神」
　アイヌの人たちは、天然現象や動植

物、人間の作る道具などすべてに「魂」が

あり、神の国から使命を担って姿かたち

を変えて地上に降りてきていると考えま

した。その魂は人間にとって有益なもの

だけでなく、天災や病気などにもあり、

このうち、人間の生活に必要なもの、

12

神々の護りに感謝し
平和な暮らしを願う
「カムイノミ」

まも

人間の力の及ばない事象を「神」とし

て敬いました。

　神々の護りと生活の糧の提供があっ

て初めて、人々の安定した平和な生活

があります。そのような生活が続くこと

を祈願し、これまでの神々の護りに感謝

を捧げるのが「カムイノミ（神への祈り）」

の儀式です。

祈い の る

　イナウ(木幣)
（新ひだか町教育委員会提供）

イクパスイ(奉酒箸)とトウキ (杯)
（新ひだか町教育委員会提供）

たましい

ばし

たましい

まも

かて

ささ

まも

（新ひだか町教育委員会提供）



（（公財）アイヌ民族文化財団提供）
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シャクシャイン像(新ひだか町、(特非)新ひだかアイヌ協会提供)

和人の圧迫に抵抗した
戦いの歴史

コシャマインの戦い

　このような移住民の急増や土地政策、

狩猟の禁止などによって、少数者となっ

たアイヌの人たちの生活領域はより一層

狭められ、苦しい生活を強いられました。

　さらに同化策によって多くの民族文

化が失われていきました。

　和人の蝦夷地への渡来が増えるにつ

れ、アイヌの人たちの生活が圧迫され、

交易上の摩擦なども重なって、両者の

間にいくつかの争いが起きました。

　注文された小刀のでき映えをめぐって、

和人のかじ屋が、アイヌの若者を殺した

ことをきっかけに、1457年、コシャマイン

はアイヌの人たちを率いて和人の武将た

ちの居館を襲いました。そのほとんどを

落としましたが、松前藩の始祖とされる

武田信広の策略によってコシャマインが

討たれ、アイヌの人たちは敗北しました。

　沙流地方と静内地方のアイヌ漁狩猟

権をめぐる争いに端を発し、松前藩との

争いとなり、1669年、静内のシャクシャ

インが東・西蝦夷地のアイヌの人たちと

ともに一斉蜂起しました。戦いは互角の

え　ぞ　ち

まつまえ

さ　る

まつまえ

え　ぞ　ち

ほう き

ため和睦することになりましたが、その

酒宴の場でシャクシャインは謀殺され、

アイヌの人たちは敗れました。

　シャクシャインの戦いの後、和人のア

イヌ支配は一段と強化され、1789年、場

所請負人らの横暴に耐えかねて、クナシ

リ（北方領土の国後島）・メナシ（北海道

東部）地方のアイヌの人たちが立ち上がっ

たものの、松前藩に制圧されました。主

だった37名のアイヌの人たちが処刑され、

これによってアイヌ側の和人に対する組

織だった武力による抵抗は最後となりま

した。

まつまえ

わ ぼく

くなしり

シャクシャインの戦い

クナシリ・メナシの戦い
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商人の横暴と搾取に
泣いた松前藩時代
　15世紀以降、蝦夷地に和人の移住が

増えてくると、アイヌの人たちの平和な

暮らしは破られていきました。記録に残

る最初の衝突であるコシャマインの戦い

はそのころに起こっています。

　米のとれなかった松前藩では、藩財

政を維持するため、蝦夷地をいくつかに

分割し、主だった家臣に知行としてアイ

ヌとの交易を認めました。これを「場所」

といい、さらにそれを商人の手に委ねま

した。これが「場所請負制」です。18

世紀以降、アイヌの人たちはこの枠に厳

しくしばられ、商人の横暴と搾取による

苦しい生活を余儀なくされました。

　場所請負制の弊害が目立ったこと、

さらにロシアなどの外国船が蝦夷地の周

辺に現れるようになったことから、幕府

は蝦夷地を直轄領とし、直接交易や、

風俗の和風化などを進めました。

　しかし、幕府の財政などの問題から

長くは続かず松前藩に戻したり、幕末

には再び直轄とするなど蝦夷地とアイヌ

の人たちに対する政策は目まぐるしく変

わりました。
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　明治２年、政府は「開拓使」を設置す

るとともに蝦夷地を「北海道」と改め、本

州などからの移住による北海道開拓を

進めました。土地の私有制度が定めら

れ、払い下げを積極的に行い、資力のあ

る会社や個人には広大な面積の土地を

貸し、開墾すれば無償で付与するという

特典も与えました。このため、明治初

期に12万人程度に過ぎなかった人口は、

30年あまりの間に100万人を超えました。

　この間、アイヌの人たちにとっては、

過酷な場所請負制度は廃止されたもの

の、食料などの物資の供給を請負人に

頼っていたため路頭に迷い、さらに主食

としてきた鮭やシカは和人の乱獲などで

資源が減り捕獲が禁じられました。

　戸籍の上では「平民」とされ、日本

国の一員とされましたが、アイヌの人た

ち独自の文化が制限あるいは禁止され、

社会生活を営む中で日本語の使用を余

儀なくされるなど、アイヌの人たちにとっ

ては、社会全体からの同化の圧力が強

く感じられる環境になりました。

　また、幕末以来、和人によって疱瘡

（天然痘）や結核などの病気が持ち込ま

れ、多くの人たちが亡くなりました。

え　ぞ　ち

さけ
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（木彫：平取町立二風谷アイヌ文化博物館提供）
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びらとり に ぶ た に

アイヌにかかわる歴史上のできごと

16

７世紀以前  続縄文時代
658年  『日本書紀』に阿倍比羅夫「蝦夷」を討つとの記述
8～13世紀  擦文時代

1356年  『諏訪大明神絵詞』の中でアイヌのことに言及

1443年  安東盛季が蝦夷島に逃げ渡り、この後、多数の和
　　　　　　 人が移住
1457年  コシャマインの戦い

1593年  豊臣秀吉、蠣崎慶広（後に松前と改姓）に朱印状を

　　　　　　 与え、蝦夷島の支配権を公認

1669年  シャクシャインの戦い

1720年頃  場所請負制が一般化する

1783年  仙台藩医工藤平助『赤蝦夷風説考』で、ロシア人の

　　　　　　 南下による蝦夷地防衛の必要性を訴える

1789年  クナシリ・メナシの戦い

1799年  幕府は東蝦夷地を直轄地とし、1807年には西蝦

 　　　　　   夷地も直轄地とする。

1821年  幕府は蝦夷地を松前藩に戻す

1845年  松浦武四郎はこの年から６回にわたり蝦夷地を探

　　　　　　 検、虐げられたアイヌの生活を記録

1855年  日露和親（通好）条約締結（千島はエトロフ島とウルッ

　　　　　　 プ島との間を境界とし、樺太は雑居の地とする）

1855年  箱館の開港に伴い、幕府は木古内、乙部以北を再

 　　　　　　び直轄とし、諸藩に警備を命ずる

 【明治以降】

1869年（明2）      開拓使設置、蝦夷地を「北海道」と改める。

　　　　　　　　 場所請負人を廃止

1871年（明4）      戸籍法制定、アイヌを 「平民」 に編入。 アイ

　　　　　　　　 ヌの開墾者に家屋・農具を与え、独自の風習

　　　　　　　　 を禁じ、日本語を使用することを余儀なくさ

　　　　　　　　 れる。
1872年（明5）      開拓使、北海道土地売貸規則・地所規則制定

1875年（明8）      最初の屯田兵198戸が琴似（札幌市）に入地。

　　　　　　　　  樺太・千島交換条約により樺太から841人

　　　　　　　　  のアイヌを宗谷に、 翌年対雁（江別市）に強

　　　　　　　　  制移住

1876年（明9）      アイヌの仕掛け弓猟を禁止、代わりに猟銃を

　　　　　　　　  貸与

1877年（明10）    北海道地券発行条例制定（アイヌ住居地を官

 　　　　　　　　有地第三種に編入、一部に所有権付与）

1878年（明11）    開拓使、アイヌの呼称を「旧土人」と統一

1880年（明13）    平取村アイヌ子弟の学校設立

1883年（明16）    札幌県は十勝川上流の鮭漁を禁止

1886年（明19）    「北海道庁」設置。北海道土地払下規則制定

1888年（明21）    イギリス人宣教師ジョン・バチェラー、幌別

              　　　  村（登別市）にアイヌ児童教育施設 「愛隣学校」

              　　　  設立

1889年（明22）    アイヌの食料分として許されていた鹿猟を禁止

1894年（明27）    近文（旭川市）に、アイヌへの付与予定地を確

              　　　  保（以後、 第七師団設置に伴う移転命令や反

              　　　  対運動などが起きる）
1897年（明30）    北海道国有未開地処分法制定（150万坪を限

              　　　  度に開墾した土地は無償付与）

1899年（明32）    北海道旧土人保護法制定（1万5干坪以内の

              　　　  土地を無償付与、教育・共有財産などを規定）
1901年（明34）    旧土人児童教育規程公布（和人児童と区別す
              　　　  る簡易教育）

1902年（明35）　青森歩兵第五聯隊が八甲田山で遭難。

　　　　　　　    落部村（八雲町）からのアイヌ捜索隊が活躍
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1910年（明43）   白瀬中尉ら南極探検隊が開南丸で出港。樺太

　　　　　　　　  アイヌの山辺安之介らが加わる

1916年（大 5）     新冠村の80戸のアイヌが御料牧場の都合で

　　　　　　   　  強制移転

1922年（大11）   旧土人児童教育規程廃止

1931年（昭 6）     ｢全道アイヌ青年大会｣が札幌で開催

1934年（昭 9）     旭川市旧土人保護地処分法制定

1937年（昭12）   北海道旧土人保護法改正（付与地の譲渡規制

　　　　　　　　  緩和、住宅改良資金の補助制度等新設）

1946年（昭21）   「北海道アイヌ協会」設立

1961年（昭36）   「北海道アイヌ協会」の名称を「北海道ウタ

　　　　　　　　  リ協会」に改称

1988年（昭63）   ウタリ問題懇話会が北海道旧土人保護法の廃

　　　　　　　　 止と「アイヌ新法 （仮称）」制定の必要性を

　　　　　　　　  答申

　　　　　　　　 知事・道議会・ウタリ協会の三者が一致して

　　　　　　　　 国に要請

1994年（平 6）     アイヌ初の参議院議員萱野茂氏が当選

1996年（平8）     ウタリ対策のあり方に関する有識者懇談会が

　　　　　　　　 内閣官房長官に報告書を提出

1997年（平9）     「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関

　　　　　　　　 する知識の普及及び啓発に関する法律」制定

　　　　　　　　 北海道旧土人保護法、旭川市旧土人保護地処

　　　　　　　　 分法廃止

　　　　　　　　 (財)アイヌ文化振興・研究推進機構設立

2007年（平19）   「先住民族の権利に関する国際連合宣言」 国

　　　　　　　　 連総会で採択

2008年（平20）   「アイヌ民族を先住民族とすることを求める

　　　　　　　　 決議」衆参両院で採択

2009年（平21）   「北海道ウタリ協会」 の名称を「北海道アイ

　　　　　　　　 ヌ協会」に改称

　　　　　　　　 アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会が

　　　　　　　　 内閣官房長官に報告書を提出

2010年（平22）   「アイヌ政策推進会議」（第1回） が東京都で

　　　　　　　　 開催（1月）

2011年（平23）   「民族共生の象徴となる空間」の候補地とし

　　　　　　　　 て北海道白老町を選定

2013年（平25）   「アイヌ政策推進会議」（第5回） が北海道で

　　　　　　　　 初めて開催（9月）

2014年（平26）   国において、 「アイヌ文化の復興等を促進す

　　　　　　　　 るための『民族共生の象徴となる空間』の整

　　　　　　　　 備及び管理運営に関する基本方針」を閣議決

　　　　　　　　 定(6月)

2016年（平28）   「アイヌ政策推進会議」（第8回）で「民族共生

　　　　　　　　 の象徴となる空間」の名称を「民族共生象徴空

　　　　　　　　 間」と決定（5月）

2017年（平29）   国において、「アイヌ文化の復興等を促進す

　　　　　　　　 るための民族共生象徴空間の整備及び管理運

　　　　　　　　 営に関する基本方針」の一部変更を閣議決定

　　　　　　　　 し運営主体を指定 （6月）

2018年（平30）   (公財 ) アイヌ文化振興・研究推進機構が

　　　　　　　  (一財 ) アイヌ民族博物館と合併し、(公財)

　　　　　　　　　アイヌ民族文化財団に改称 (4月)

2019年（平31）   「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実

　　　　　　　　現するための施策の推進に関する法律」制定

2020年（令2）　　アイヌ文化を復興・発展するためのナショナ

　　　　　　　　ルセンターウポポイ(民族共生象徴空間)が白

　　　　　　　　老町に開業 (7月)
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